
 徳大行事予定
 2009/7/1～2009/9/30

 徳大ニュース
 2009/3/1～2009/5/31

■
ド
イ
ツ
ハ
ノ
ー
バ
ー
医
科
大
学
と

　
大
学
間
学
術
交
流
協
定
を
締
結

　
3
月
15
日
、ド
イ
ツ
ハ
ノ
ー
バ
ー
医

科
大
学
と
大

学
間
学
術
交

流
協
定
を
締

結
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、平
成

19
年
9
月
に

青
野
学
長
が
、

徳
島
県
の
ド

イ
ツ
訪
問
団
の
一
員
と
し
て
ハ
ノ
ー

バ
ー
医
科
大
学
を
訪
問
し
、ビ
ッ
タ
ー
・

ズ
ア
マ
ン
学
長
と
面
談
し
た
際
に
、両
大

学
で
学
術
交
流
を
す
る
こ
と
を
約
束
し
、

そ
の
後
、ハ
ノ
ー
バ
ー
医
科
大
学
の
国
際

交
流
部
長
で
生
化
学
教
授
の
ジ
ー
グ
ル

ト
・
レ
ン
ツ
エ
ン
教
授
と
、徳
島
大
学
大

学
院
ヘ
ル
ス
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
研
究

部
の
中
屋 

豊
教
授
の
間
で
、糖
尿
病
モ

デ
ル
動
物
に
つ
い
て
の
共
同
研
究
が
始

ま
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
当
日
は
、蔵
本
地
区
の
医
学
部
会
議
室

に
、青
野
学
長
、黒
田
理
事
、そ
し
て
蔵
本

地
区
の
各
部
局
長
、教
職
員
ら
大
勢
の
大

学
関
係
者
が
出
席
し
、飯
泉
知
事
と
ヴ
ル

フ
首
相
の
ご
臨
席
の
も
と
、県
関
係
者
、

ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
州
公
式
訪
問
団
が

見
守
る
中
、青
野
学
長
、レ
ン
ツ
エ
ン
教

授
、そ
し
て
、中
屋
教
授
が
学
術
交
流
協

定
書
に
署
名
し
ま
し
た
。

　
今
後
両
大
学
間
で
は
、
今
回
の
協

定
締
結
を
機
に
、
共
同
研
究
の
推
進

と
教
職
員
や
学
生
の
交
流
の
促
進
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

 

■
卒
業
式
・
修
了
式

　
3
月
23
日
（
月
）、ア
ス
テ
ィ
と
く
し

ま
で
平
成
20
年
度
卒
業
式
・
修
了
式
が

挙
行
さ
れ
、合
計
1
，9
5
1
名[

学
部

卒
業
生
1
，3
8
4
名
、大
学
院
修
士

（
博
士
前
期
）
課
程
4
8
9
名
、大
学
院

博
士
（
博
士
後
期
）
課
程
68
名
、助
産
学

専
攻
科
10
名]

の
卒
業
生
及
び
修
了
生

に
、青
野
学
長
か
ら
、卒
業
証
書
・
学
位

記
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
学
長
か
ら
の
式
辞
、在
学
生
総
代
の

鈴
木
佳
織
さ
ん
の
送
辞
に
続
き
、卒
業

生
・
修
了
生
総
代
と
し
て
、歯
学
部
歯

学
科
の
闍
嶋
ま
ゆ
子
さ
ん
よ
り
「
自
ら

の
目
標
に
向
か
っ
て
研
鑚
を
積
み
，さ

ら
に
徳
島
大
学
で
学
ん
だ
こ
と
を
誇
り

と
し
、広
い
視
野
を
も
っ
て
社
会
に
貢

献
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。」
と
答

辞
が
あ
り
ま
し
た
。

 

■
総
合
科
学
部
を
改
組
・

　
大
学
院
総
合
科
学
教
育
部
を
設
置

　
4
月
1
日
、総
合
科
学
部
を
改
組
し
、

諸
科
学
の
総
合
・
融
合
を
一
層
展
開
し

や
す
く
す
る
こ
と
を
旨
と
し
て
、「
人
間

文
化
学
科
」、「
社
会
創
生
学
科
」、「
総
合

理
数
学
科
」
の
3
学
科
7
コ
ー
ス
に
再

構
築
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、大
学
院
人
間
・
自
然
環
境
研
究

科
を
発
展
的
に
解
消
し
、学
生
の
教
育
組

織
と
し
て
の
大
学
院
総
合
科
学
教
育
部

（
博
士
前
期
・
後
期
課
程
）
と
、教
員
の

研
究
組
織
と
し
て
の
大
学
院
ソ
シ
オ
・

ア
ー
ツ
・
ア
ン
ド
・
サ
イ
エ
ン
ス
研
究

部
を
設
置
し
て
、よ
り
高
い
教
育
研
究
活

動
の
展
開
を
図
り
、ま
ち
づ
く
り
・
地
域

づ
く
り
の
た
め
の
新
し
い
学
問
領
域
を

創
生
す
る
地
域
科
学
（
総
合
科
学
）
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。　

■
博
士
後
期
課
程
の
学
生
に

　
徳
島
大
学
ゆ
め
奨
学
金
を
創
設

　
平
成
21
年
度
か
ら
、大
学
院
博
士
後

期
課
程
に
在
学
す
る
学
生
を
対
象
に
、社

会
の
様
々
な
分
野
に
お
い
て
活
躍
で
き

る
優
秀
な
人
材
の
育
成
と
大
学
院
教
育

の
充
実
を
図
る
た
め
に
、徳
島
大
学
独
自

の
返
還
義
務
を
課
さ
な
い
給
付
型
の

「
徳
島
大
学
ゆ
め
奨
学
金
」
を
創
設
し
ま

し
た
。本
奨
学
金
の
財
源
は
、寄
附
金
等

の
予
算
を
充
て
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
21
年
度
に
お
い
て
は
、大
学
院

博
士
後
期
課
程
（
医
科
学
教
育
部
及
び

口
腔
科
学
教
育
部
の
博
士
課
程
を
含

む
。）
に
入
学
す
る
学
生
で
、国
費
外
国

人
留
学
生
等
を
除
き
、授
業
料
の
免
除
を

受
け
て
い
な
い
学
生
が
主
な
対
象
と
な

り
ま
す
。

　
前
期
及
び
後
期
の
学
期
ご
と
に
選
考

の
上
、対
象
者
数
の
約
7
割
を
給
付
者
と

し
て
、前
期
及
び
後
期
の
授
業
料
の
額
の

半
額
に
相
当
す
る
額
を
給
付
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

■
入
学
式

　
4
月
6
日
（
月
）、ア
ス
テ
ィ
と
く
し

ま
で
平
成
21
年
度
入
学
式
が
挙
行
さ
れ
、

青
野
学
長
が
合
計
2
，0
8
4
名[

学
部

1
年
次
1
，3
3
4
名
、学
部
3
年
次
61

名
、大
学
院
修
士
（
博
士
前
期
）
課
程

5
5
9
名
、大
学
院
博
士
（
博
士
後
期
）

課
程
1
1
0
名
、助
産
学
専
攻
科
20
名]

の
入
学
を
許
可
し
ま
し
た
。

　
入
学
生
を
代
表
し
、医
学
部
医
学
科
の

鈴
木
耕
一
郎
さ
ん
の
総
代
宣
誓
の
後
、学

長
か
ら
「“
 I h
a
ve
 n
e
ve
r m
e
t a
 

m
a
n
 s
o
 ig
n
o
ra
n
t
 t
h
a
t
 I 

c
o
u
ld
n
’t le

a
rn
 s
o
m
e
th
in
g
 fro
m
 

h
im
.”

〜
ど
ん
な
人
か
ら
も
付
き
合
う

こ
と
に
よ
っ
て
学
ぶ
こ
と
，吸
収
す
る
こ

と
が
で
き
る
。」
と
い
う
ガ
リ
レ
オ
・
ガ

リ
レ
イ
の
言
葉
が
贈
ら
れ
、「
新
入
生
諸

君
の
若
さ
と
洋
々
た
る
未
来
を
信
じ
，大

い
に
成
長
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。」
と
の
式
辞
が
あ
り
ま
し
た
。

■
叙
勲

　
平
成
21
年
春
の
生
存
者
叙
勲
を
次
の

方
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

瑞
宝
中
綬
章

桂 

茂元 

徳
島
大
学
教
授
歯
学
部

徳
島
大
学
名
誉
教
授

教
育
研
究
功
労

瑞
宝
双
光
章

堀 

靖
之

元 

徳
島
大
学
学
生
部
次
長

文
部
行
政
事
務
功
労

瑞
宝
双
光
章

大
岡 

裕
子

元 

徳
島
大
学
医
学
部
・

歯
学
部
附
属
病
院
看
護
部
長

看
護
業
務
功
労

■
名
誉
教
授
の
称
号
授
与
式

　
平
成
21
年
5
月
14
日
（
木
曜
日
）、徳

島
大
学
を
退
職
さ
れ
た
14
人
の
教
授
の

方
々
に
青
野
学
長
か
ら
名
誉
教
授
の
称

号
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
学
の
名
誉
教
授
は
こ
れ
に
よ
り

3
3
4
人
（
徳
島
大
学
3
2
1
人
、工
業

短
期
大
学
部
7
人
、医
療
技
術
短
期
大
学

部
6
人
）
と
な
り
ま
し
た
。

●
名
誉
教
授
称
号
授
与
者(

敬
称
略
）

桑
折 

範
彦

(

総
合
科
学
部
）

川
上 
三
郎

(

総
合
科
学
部
）

武
田 
美
雄

(

総
合
科
学
部
）

塩
田 

洋

(
大
学
院
ヘ
ル
ス
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
部
）

木
原 

勝

(

大
学
院
ヘ
ル
ス
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
部
）

嶋
林 

三
郎

(

大
学
院
ヘ
ル
ス
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
部
）

樋
口 

富
彦

(

大
学
院
ヘ
ル
ス
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
部
）

逢
坂 

昭
治

(

大
学
院
ソ
シ
オ
テ
ク
ノ
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
部)

山
田 

勝
稔

(

大
学
院
ソ
シ
オ
テ
ク
ノ
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
部)

山
上 

拓
男

(

大
学
院
ソ
シ
オ
テ
ク
ノ
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
部)

赤
松 

則
男

(

大
学
院
ソ
シ
オ
テ
ク
ノ
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
部)

福
井 

萬
壽
夫(

大
学
院
ソ
シ
オ
テ
ク
ノ
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
部)

木
内 

陽
介

(

大
学
院
ソ
シ
オ
テ
ク
ノ
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
部)

大
惠 

俊
一
郎

(

高
度
情
報
化
基
盤
セ
ン
タ
ー
）

 

■
徳
島
大
学
五
月
祭
開
催

　
平
成
21
年
度
の
五
月
祭
は
、5
月
16

日
（
土
）〜
17
日
（
日
）
に
常
三
島
キ
ャ

ン
パ
ス
に
て
、野
外
ス
テ
ー
ジ
企
画
、模

擬
店
、バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
、教
室
企
画
、

貫
歩
等
を
開
催
し
、約
1
，0
0
0
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
五
月
祭
は
、新
入
生
が
大
学
生
活

に
早
く
馴
染
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
、新

入
生
の
歓
迎
と
交
流
を
目
的
と
し
た
恒

例
行
事
で
す
。今
年
の
テ
ー
マ
「M

a
y
 

K
in
g
 U
s

（m
a
k
in
g
 

明
日
）」に
は
、

「
自
分
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
主
役
と
な
り
、

明
日
を
作
っ
て
い
く
。」
と
い
う
意
味
が

込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、恒
例
の
「
貫
歩
」
は
、5
月
16

日
（
土
）
21
時
か
ら
J
R
桑
野
駅
を
出

発
し
て
〜
上
中
町
〜
飯
谷
町
〜
田
浦
町

〜
55
号
バ
イ
パ
ス
〜
徳
島
大
学
ま
で
約

30
k
m
の
道
の
り
を
歩
き
続
け
て
い
く

中
で
、多
く
の
友
達
を
作
っ
て
も
ら
い
、

目
標
に
向
け
て
最
後
ま
で
や
り
通
す
喜

び
を
味
わ
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と

し
た
企
画
で
、1
4
6
人
が
参
加
し
ま

し
た
。
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■工学体験大学講座
8 月 4 日 [ 火 ]13 時 30 分～16 時
徳島大学工学部
問い合わせ先 : 工学部学務係 088-656-7315
E-mail: kggakmuk@jim.tokushima-u.ac.jp

■徳島大学オープンキャンパス 2009
[ 常三島キャンパス ]
●総合科学部 :8 月 8 日 [ 土／午前・午後 ]
●工学部 : 8 月 4 日 [ 火 / 午前 ]
[ 蔵本キャンパス ]
●医学部
　医学科 : 8 月 7 日 [ 金 / 午前 ]
　栄養学科 : 8 月 6 日 [ 木 / 午前 ]
　保健学科 : 8 月 6 日 [ 木 / 午後 ]
●歯学部
　歯学科 : 8 月 5 日 [ 水 / 午後 ]
　口腔保健学科 : 8 月 5 日 [ 水 / 午前 ]
●薬学部 : 8 月 4 日 [ 火 / 午後 ]
問い合わせ先 : 学務部入試課 Tel:088-656-7091
Email: nyuinfo@jim.tokushima-u.ac.jp

■保健学科フォーラム 2009
8 月 6 日 [ 木 ]15 時～
蔵本キャンパス大塚講堂
問い合わせ先 : 保健学科 二宮恒夫
E-mail: 

ninomiya@medsci.tokushima-u.ac.jp

■第13回科学体験フェスティバル in 徳島
8 月 8 日 [ 土 ]～9 日 [ 日 ] 10 時～16 時
徳島大学工学部
問い合わせ先 : 工学部総務係 088-656-7640
E-mail: kghosa@jim.tokushima-u.ac.jp

■エンジニアリングフェスティバル 2009
9 月 18 日 [ 金 ] 10 時～18 時
徳島大学工学部
問い合わせ先 : 工学部総務係 088-656-7304
E-mail: kgsoumuk@jim.tokushima-u.ac.jp


